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福島第一原子力発電所では、地下水や汚染水から Cs-137 や Sr-90 を除去するためにケイチタン酸（CST）を

充填した吸着塔を用いている。塔出口 Sr-90 濃度が上昇すると吸着塔を交換するが、その交換周期は pH の影

響を受ける。本研究では pH が異なる条件で試験を行い、CST の Sr 吸着に及ぼすプロトンの影響を検討した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所では、地下水や汚染水から Cs-137 や Sr-90 を除去するためにケイチタン酸（CST）

を充填した吸着塔を用いている。吸着塔は塔出口の Sr-90 濃度を基準に交換する。これまでに、処理対象水

の pHは吸着塔の交換周期への影響因子となることが分かっている[1]。そこで、本研究では pH が異なる条件

で CST への Sr 吸着試験を行い、Sr 吸着に及ぼすプロトンの影響を検討した。 

2. 試験方法 

二種類の pH 条件で CST の Sr 吸着等温線を取得した。試験条件を

Table 1 に示す。純水に SrCl2および NaCl を溶解し、イオン強度を 0.1 

mol/L に調整、Sr 濃度を 1×10-5–1×10-2 mol/L の範囲で変えた試験水を

作製した。ポリプロピレン容器に、液固比が 1,000 L-sol./kg-ads.とな

るように試験水と Na 型 CST 粉末を入れ、連続攪拌しながら浸漬試験

を行った。容器内の試験水の pH を 1 回/日測定し、HCl または NaOH

を添加して pH を試験条件に合わせた。試験期間後、容器内の試験水

の pH が試験条件の範囲であることを確認し、Sr 濃度を測定した。測定結果から Sr 吸着等温線を作成した。 

3. 結果 

試験で得られた CST の Sr 吸着等温線を Figure 1 に示す。各 pH 条件における実験結果を、試験期間後の試

験水中の Sr 活量を横軸に、CST 中の Sr 濃度を縦軸にとりプロットした。pH によらず、試験水中の Sr 活量

の上昇に伴い CST 中の Sr 濃度は増加した。試験水中の Sr 活量が同じ場合、CST 中の Sr 濃度は低 pH 条件よ

りも高 pH 条件の方が高かった。この結果は、水溶液の pH が上昇することで Sr 吸着量が増加することを示

している。この pH が及ぼす Sr 吸着への影響は、プロトンが Sr イオンと競合して CST に吸着するために生

じると考える。また、CST の Sr 吸着量は、Sr よ

り 1 桁以上活量が小さいプロトン（1×10-9–1×10-6 

mol/L）の影響を受けることが分かった。 
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Figure 1 CSTのSr吸着等温線
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Table 1 試験条件

1. 低pH 2. 高pH

試
験
水

pH 6.3±0.2 9.2±0.2

Cl 0.1 [mol/L]

Sr 1×10-5–1×10-2 [mol/L]

Na Bal.

吸着材 Na型CST (粉末)

条
件

液固比 1,000 [L-sol./kg-ads.]

期間 14 [days]
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